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いと主張する人たちもいる 4。A 氏が「他人の世話になって生きた」この 1 週間をどのよ
うな思いで過ごしたかは不明である。  










































































































































































































































































































































 ６事例をまとめると表 1 のようになる。6 事例の中で人工呼吸器装着は事例 1、２、３
で、事例４、５は非装着で、事例６は装着後中止していた。事前に何らかの形で本人が意
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